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星
山
会
長
の
新
年
の
ご
挨
拶
で
は
残
り
の
半

年
間
全
力
で
頑
張
り
ま
す
と
の
事
で
し
た
。

　

ア
ワ
ー
ド
贈
呈
で
長
谷
L
の
40
周
年
を
は
じ

め
10
人
の
方
々
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
忘
年
例
会
の
件
で
倉
田
会
計

よ
り
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
下
期
予
算
の
件
で
辻
L
よ
り

説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
期
メ
イ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
行
委
員
長

の
委
嘱
の
説
明
が
星
山
会
長
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
主
な
こ
と
は
四
ク
ラ
ブ
合
同

献
血
で
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
は
38
名
の
参
加
が
あ

り
片
岡
幹
事
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

　

伊
藤
健
L
よ
り
下
期
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
心

を
一
つ
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

 　

そ
し
て
新
年
会
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

年
男
、
年
女
の
発
表
で
新
開
正
浩
L
楠
井
隆

L
倉
田
浩
延
L
３
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
の
お
話
で
、
赤
塚
高
之
L
の
講
話
が

あ
り
ワ
イ
ン
発
祥
は
６
０
０
０
年
前
か
ら
存
在

す
る
こ
と
。
赤
ワ
イ
ン
、
白
ワ
イ
ン
、
の
違
い

な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
世
界
に
ワ
イ
ン
を
広
め

た
の
を
聞
き
驚
き
ま
し
た
。

　

新
年
会
も
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

星
山
会
長
の
お
言
葉
で
兎
年
は
喜
ば
し
い
出

来
事
多
い
と
の
事
で
し
た
。

　

本
年
も
皆
様
方
に
良
い
出
来
事
が
沢
山
あ
る

事
を
祈
願
し
ま
す
。　
　
　

（
山
田
信
之
・
記
）

2023 年１月第１（1505 回）新年例会：１月 13日（金）：ホテル津センターパレス
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博識・Ｌ赤塚高之のワイン話を聞く

年男をお祝い



　

今
回
は
、
津
民
芸
保
存
会
会
長
、
津

ま
つ
り
実
行
委
員
長
、
津
郷
土
芸
能
連

絡
協
議
会
前
会
長
の
川
北
晃
司
様
を
迎

え
昼
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｌ
星
山
会
長
の
挨
拶
で
は
、
以
前
か

ら
親
交
の
あ
る
川
北
様
に
つ
い
て
、
楽

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
ご
紹
介
さ

れ
た
。
ま
た
、
五
月
八
日
か
ら
五
類
に

移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
様
々

な
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
こ
と
に

鑑
み
、
当
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
健
康
と
安

全
を
第
一
と
考
え
慎
重
に
運
営
し
て
い

く
、
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
２
２
年
度
上
期
決
算

案
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、
新
年
例
会

収
支
決
算
案
、
指
名
委
員
委
嘱
等
の
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
。
次
に
、
新
入
会
員
招
請
、
第
17
回

津
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
け
る
表
彰

式
、
四
ク
ラ
ブ
合
同
街
頭
献
血
等
の
報

告
が
行
わ
れ
、
昼
食
・
懇
親
タ
イ
ム
に

続
い
て
、
川
北
様
の
卓
話
で
す
。

　

川
北
様
は
、
幼
少
期
、
父
親
の
出
身

で
あ
る
桑
名
市
で
育
っ
た
。
そ
こ
で
石

取
祭
り
に
出
会
う
。
こ
の
祭
り
は
、
江

戸
時
代
初
期
に
始
ま
る
。
山
車
の
数
が

多
く
、
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
「
日

本
一
や
か
ま
し
い
祭
り
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
お
住

ま
い
を
津
市
に
移
さ
れ
、
二
十
五
歳
の

時
に
津
民
芸
保
存
会
に
入
り
、
津
ま
つ

り
に
お
い
て
八
幡
獅
子
舞
を
舞
う
。
こ

の
頃
、
獅
子
舞
を
見
て
喜
ぶ
市
民
を
見

て
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
を
強

く
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ

る
。

　

津
ま
つ
り
は
、
１
６
３
５
年
藤
堂
高

次
公
の
命
に
よ
り
津
八
幡
宮
に
て
始
ま

る
。
費
用
は
銀
子
10
貫
目
（
現
在
で

は
約
１
２
５
０
万
円
）
。
参
加
者
は

１
７
５
０
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。　

神
輿

の
前
後
に
八
幡
獅
子
舞
が
舞
う
。
唐
人

踊
り
、
大
名
の
も
の
ま
ね
な
ど
も
行
わ

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
明
治
の
後
半
に
は

か
ら
く
り
人
形
の
山
車
も
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
戦
争
に
よ
り
中
断
。
昭
和
21

年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
申
請
し
許
可
を
受
け
再

開
。
現
在
は
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
予

算
で
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
10
年
か

ら
は
安
濃
津
よ
さ
こ
い
も
行
わ
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
た
津

ま
つ
り
は
、
今
年
度
３
年
ぶ
り
に
行
わ

れ
た
。
安
濃
津
よ
さ
こ
い
は
全
国
か
ら

50
チ
ー
ム
、
人
数
で
は
２
３
０
０
人
が

参
加
し
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

川
北
様
か
ら
大
変
興
味
深
い
卓
話
を

い
た
だ
き
、
三
重
県
の
歴
史
と
伝
統
を

感
じ
ら
れ
た
例
会
と
な
っ
た
。
津
郷
土

芸
能
連
絡
協
議
会
の
創
立
20
周
年
記
念

行
事
と
し
て
、
令
和
５
年
３
月
５
日
に

第
９
回
郷
土
芸
能
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
津

ま
つ
り
は
、
来
年
度
も
10
月
に
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
県
民
が
こ
れ

ら
に
参
加
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
伝
統
文

化
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｌ
伊
藤
・
記
）

　

２
月
第
１
例
会
が
２
月
10
日
12
時
15

分
か
ら
ホ
テ
ル
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｌ
星
山
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
２
月
３
日
の

津
観
音
寺
「
鬼
押
さ
え
節
分
」
（
豆
ま

き
）
に
触
れ
ら
れ
、
「
今
回
の
人
出
は

３
年
前
よ
り
多
い
気
が
し
た
。
現
状
、

三
重
県
の
新
規
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
千

人
を
超
え
る
日
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
油

断
は
で
き
な
い
も
の
の
、
今
後
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
活
動
に
つ
い
て
は
出
来
る
限

り
計
画
通
り
推
進
し
て
い
き
た
い
」

旨
、
力
強
く
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
新
入
会
員
の
入
会

式
で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
Ｌ
平
野
忠
良

よ
り
、
岡
三
証
券
㈱
津
支
店
法
人
部
長

の
Ｌ
酒
井
正
樹
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
ア
ワ
ー
ド
贈
呈
で

は
、
２
０
２
１
～
２
０
２
２
年
度
の
優

秀
賞
と
し
て
Ｌ
宮
木
康
光
、
キ
ー
賞

と
し
て
Ｌ
平
野
忠
良
、
２
０
２
２
～

２
０
２
３
年
度
の
キ
ー
賞
と
し
て
Ｌ
橋

本
正
治
、
Ｌ
堀
川
隆
市
の
計
４
人
へ
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
例
会
の
報
告
事
項
の
１
つ

で
あ
る
「
四
ク
ラ
ブ
合
同
街
頭
献
血
報

告
」
で
は
、
当
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

し
て
３
月
10
日
の
期
日
ま
で
に
１
０
０

名
の
献
血
者
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
開
催
さ
れ
た
発
表
会

「
西
橋
内
中
学
校　

職
業
人
講
話
に
参

加
し
て
」
で
は
、
最
初
に
本
講
話
会
に

関
す
る
Ｚ
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
が
会

場
に
流
さ
れ
、
そ
の
後
、
講
師
の
Ｌ
長

谷
、
Ｌ
橋
爪
、
Ｌ
有
川
の
３
人
か
ら
、

当
日
の
模
様
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

講
話
会
に
参
加
し
た
中
学
生
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

「
自
分
の
将
来
の
夢
を
考
え
る
キ
ッ
カ

ケ
に
な
っ
た
」
、

「
イ
ン
テ
リ
ア
作
り
に
興
味
を
持
っ

た
」
等
々
前
向
き
な
発
言
が
相
次
い
で

お
り
、
本
講
話
会
が
非
常
に
有
意
義
な

も
の
で
あ
っ
た
事
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｌ
吉
田
よ
り
出
席
率
に
関

し
、
「
本
日
は
目
標
到
達
に
３
名
不

足
し
て
い
た
。
常
に
目
標
（
出
席
率

70
％
）
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
皆
で
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　

（
新
開
・
記
）

津
ま
つ
り
を
聞
く

１
月
第
２（
１
５
０
６
回
）例
会

１
月　

日
（
金
）

ホ
テ
ル
津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
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川北晃司様
津民芸保存会等会長

Ｌ酒井正樹が新入会
2 月第１（1507 回）例会・２月 10日（金）




